＜産業革命＞

　イギリスにおいて産業革命は先ず紡繊業に訪れ、動力機の発明、製鉄製鋼業および石炭採掘業に起こったが、家内工業における紡績生産力の発達が織機の発達を促し、織布生産力の発展がさらに紡績機や綿操機の発明を導いたこと、またさらに紡績業における機械化が蒸気機関の発明を、それ等機械類に対する需要の増大が製鉄製鋼業の発達ならびに石炭業の隆盛を招いて、「鉄と石炭」の時代を開くに至ったことが明らかであって、社会における各産業部門はその相互関係を通じて一方の発明が他方の発明を促し、他方の発達は一方の改良を要求しかくて産業総体の上に革命的な発達が実現せられた。すなわち、「一つの産業部門において生産方法が革命せられると、他の産業部門においても同様の革命が生ずることになる。これは先ず社会的分業によって相互に個別化され、それぞれ独立した一商品を生産しつつ、しかも同一なる総工程の各段階として相錯綜している緒種の産業部門について言い得ることである。かくして、機械紡績業は機械製織業の成立を必要ならしめ、双方は相合して漂白業、捺染業および染色業における機械的化学的革命を必要ならしめた。他方にまた木綿紡績上の革命は綿繰機の発明を喚び起こし、ここに初めて今日要求されているが如き大規模の木綿生産を可能ならしめたのである。」

　木綿工業における革命は続いて羊毛工業、製麻工業、レース工業、絹織業、メリヤス工業等における機械化を促し、裁縫業や製靴業等にも同様の変革をもたらした。18世紀にイギリスの紡績業に初めて訪れた産業革命のこのような影響は、上記の範囲に限られたものではない。それは農業および交通業にもおよび、イギリスの全産業は次第に近代化せられた。

(1) 農業における機械化および近代化の発達

　18世紀の産業上の大変革において、農業革命もまた、通常一層多くの注意をひく製造工業における革命と同様に、大なる役割を果たしたのであって、先ず農具の機械化を挙げることができる。すなわち、手鎌や熊手の代わりに草刈機、牧草乾燥機、脱穀機が使用せられるに至った。他面化学肥料の発見と製造とによって、土地に対する集約的化学的な農法が行われ、また輪栽農法が一般に採用せられるに至って、農業生産は面目を一新して、労働生産力の著しい向上を実現した。農業における機械化・科学化は当然に農業の資本主義化を伴い、従前から継続して来た土地綜画、すなわち共同耕作の廃止、共同地・共有地の独占化、小農場の大農場への合併、資本家的な大規模の借地農経営の発達等の傾向が益々顕著となったが、農村における資本主義の発達は人口の農村からの駆逐を伴い、全社会に行きわたる資本主義の発展を進めるものであった。

(2) 交通業における革命的発展

　農工業の革命的発展は必然に交通上の革命を伴った。蓋し、資本制生産は商品生産であって、生産緒要素特に原料の獲得地と生産物の販路とが当然に生産地と連繁されなければならぬからであって、ここに交通の重要性がある。交通の発展は産業革命の必然的な要求であるとともに、産業革命による技術進歩的や蒸気機関の発明等によって実現せられた。さらに、交通の発展は産業革命の結果であるとともに、それによる商品市場の拡大は資本制産業の発展を条件付け、促進するのであって、かくて産業革命を始点とする産業ならびに交通業の革命的な発展が、資本制社会の経済的基礎を広さにおいても深さにおいても発展させた。「農工業上における生産方法の革命は、また特に社会的生産行程の一般条件たる運輸および交通機関の革命を必然ならしめる。フーリエは小農業およびその家庭的副産業と都市の手工業とを枢軸とする位置社会について語っているが、かかる社会の運輸および交通機関を持ってしては、最はやい、拡大した社会分業や、労働要具並びに労働者の集中や、植民地市場を伴った工場手工業時代における生産上の欲望を充足させることはできない。そこでこれらの運輸交通機関の上にも亦、事実上革命が生ずることとなったのであるが、それと同様に、工場手工業時代から伝えられた運輸および交通機関もやがて、生産の熱病的速度や、生産上の厖大なる規模や、多量の資本および労働者を間断なく一つの生産部門から他の生産部門に移転せしめた事実や、新たに造り出された世界市場的の連絡などを特徴とする大工業にとって堪え難き桎梏と化するのである。」

